
協会けんぽ

ぐんまだより
職場内で掲示・回覧をお願いいたします

申請書の提出は郵送でお願いします。
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お問い合わせは　レセプトグループ　☎ 027－219－2100　音声ガイダンス④

保険証を使う場合は
「第三者行為による傷病届」が必要です

　交通事故等第三者の行為でケガをし、保険証を使って医療機関等で治療を受けた場合は、「第三者行為
による傷病届」をご提出ください。

交通事故等に
あったとき！

第三者行為とは？

示談の内容によっては、損害賠償を放棄したことになり、健康保険
を使用した治療や健康保険給付を受けることができなくなる場合が
ありますので、示談は慎重に行ってください。

! ご注意ください！

STOP

　第三者行為によりケガをしたとき、その治療費は本来加害者が負担します。
保険証を使った場合、加害者が支払うべき治療費を協会けんぽが立て替えて
支払うこととなり、後日、立て替えて支払った治療費を協会けんぽから加害
者側に請求します。そのために「第三者行為による傷病届」が必要となりま
すので、すみやかに届出をお願いします。

届出が
必要となる
理由

　仕事中や通勤途中にケガをした場合は、健康保険を使って治療することは
できません。健康保険では、業務外の事由によるケガに関して保険給付を行
います。
　仕事中や通勤途中でのケガは、労災保険の対象となりますので、勤務先を
管轄する労働基準監督署へご相談ください。

! 仕事中や通勤途中のケガで 保険証は使えません

保険証

他人の飼い犬にかまれた相手がいる交通事故（同乗含む）暴力行為 等



従業員の退職や、被扶養者の就職時には、保険証の速やかな回収と届出をお願いします。

やってよかった！「特定保健指導」
健康づくりのプロがサポートします

お問い合わせは　保健グループ　☎ 027－219－2100　音声ガイダンス③

　協会けんぽでは、健診後のフォローとして、健康づくりのプロである保健師、管理栄養士が生活習慣の
改善をサポートしています。従業員様の健康は、職場の明るい雰囲気や企業の生産性向上にもつながりま
す。従業員様の健康づくりに、協会けんぽの特定保健指導をぜひご活用ください。

無料

こんな方におすすめ！
リモート面談もご利用ください パソコンやスマートフォン、タブレットを

使い、リモートで保健指導が受けられます。

・とにかく忙しい　・手軽な方法がいい　・面談場所へ行くのが大変

特定保健指導の流れ
事業所にご案内が届きましたら、事業主様またはご担当者様は、対象となる方のお仕事のスケジュール
調整と会議室などの実施場所の提供にご協力をお願いします。

初回面談
ライフスタイルに合わせて
目標を決定します

実践
電話やメール・手紙など
でサポートします

評価
３～６カ月後

群馬支部のメールマガジ
ンで、毎月メタボ解消体
験記を紹介しています。
登録はこちらから ▶▶▶

健診結果「要治療」「要精密検査」を、そのまま放置すると…

突然病気が発症する前に早めの医療機関の受診をお願いします！

健診結果が「要治療」「要精密検査」と判定された方
医療機関の早期の受診をお願いします

健診結果が
「要治療」「要精密検査」 そのまま放置 重症化

（脳卒中、心筋梗塞、足の壊疽等）

・従業員の休職
・生産性の低下

協会けんぽより通知を送付しています
健診の結果、血圧値・血糖値等が高く、医療
機関への受診が必要と判定され、受診された
ことが確認できない被保険者の方に対して、
医療機関へ受診していただくための
通知を直接ご自宅に
お送りしています。

事業主の皆さまへのお願い
健診結果から医療機関への受診が必
要と判定された場合には、必ず受診
することを、事業主様から従業員様
にお声掛けをよろしくお願いします。
また、従業員様が受診できるように業務上の
配慮をしていただくようお願いいたします。

OP
EN

リアルな声をお聞きください。

健診後
の

医療機関を受診しなかった方

親 展
重 要

開封前に宛名をご確認ください。

料金後納郵便

協会けんぽ

こちらからお開けください

健診受診後の大切なお知らせ です。必ず開封してください。

受診しなかった方からのメッセージ

必ず開封して内容を確認してください。

健康な毎日を送るためには健診結果を踏まえた次の行動が重要です。

健康な毎日を送るためには健診結果を踏まえた次の行動が重要です。

健康な毎日を送るためには健診結果を踏まえた次の行動が重要です。

健康な毎日を送るためには健診結果を踏まえた次の行動が重要です。

毎年の健診結果で血圧とLDLコレステロール値が高めで
あることを指摘されていました。自覚症状もなかったので、

特に気にしていませんでした。その日は突然きました。朝、起きたらめまいに襲われて倒れ
てしまい、３か月入院しました。退院後も、リハビリを続け
て、４年たってようやく歩けるようになりました。
趣味の登山ができず、何より仕事ができないことで家族に
迷惑をかけてしまったという思いがあります。
あの時、健診結果で指摘されたことを病院に相談しておけ
ばと思うと後悔しかありません。53歳・男性・青森県

脳卒中

痛くもかゆくもなかったので、糖尿病を甘く見ていたのだと
思います。網膜症から左目失明。 家族は「自業自得だ」とあ
きれていました。ここで目がさめました。右目も見えにくく
なり、真剣に糖尿病と向き合うことになりました。毎日の治
療に「くじけそうになることがあっても、自分は瀬戸際だ。

失明は怖い」とがんばらざるを得ません。若い人には「症
状がなくても、きちんと診療を受けて欲しい。誰のためでも
ない、自分のために。それがひいては家族のためにもなる
のだから」と言いたいです。 

出典：厚生労働省生活習慣病対策室
 「糖尿病の治療を放置した働き盛りの今」 

2型糖尿病歴30年61歳・男性・愛媛県

糖尿病

協会けんぽからの
健診受診後の大切なお知らせ です。

あなたの健康をお守りするためにお送りしています。

ご本人の重症度を
表す内容です


